








































































































































































































































態で関わる（S verha¨lt sich zu O als N.）であ
る」。「マルクスにあって決定的に重要なのは」，
この「言い回し」である。このSの主体的行為
は，Sが，OはNであることを認める，承認する
ということを含んでいる。その結果として，O
はSに対してはNという意味を持ち，Nとして通
用する（geltenする）ことになる」（241頁）。
著者は，マルクス読解において新たなエレメ
ント（独特の問題設定を発生させるフィールド）
を開いたのである。補論２のsich verhalten論で
ある。sich verhaltenについて「舞台回し」，「論
理的装置」，「論理的武器」，「言い回し」などと
言い換えて，認識主観の側の認識ツールのごと
き響きを与えていることから，たしかに著者は
これが社会関係の唯物論的把握だとは認めない
かもしれない。しかしsich verhaltenは社会シス
テムを媒介している関係性の基本単位であり，
存在様式としての社会関係の表現である。そし
て対象の対象に対する対象的な関わりをとらえ
ること（「対象的な本質は対象的に作用する」
『経哲』），が存在に即すことなのである。
たとえば最も単純な社会関係は２項の相互関
係のように見える。しかしこの２項のあいだに
そのような相互関係が存在しているかどうか。
２項関係と見えたものが実は「観察者の立場」
に立つ認識者の関心にもとづく意識の力による
関わりであって，存在する関わりではない。存
在する「関係」は不断に作用している対象的な
力による。意識の力によってなりたつ直接的な
社会諸関係について，実在する力の媒介として
再把握することである。社会関係の唯物論的存
在様式は，所与の２項関係において，１項の能
動性項によって再限定される。｢観察者の立場｣
とは，媒介環をスキップしてしまうこと。その
結果生じた媒介環の空白を存在する１項の能動
性によって媒介し直すのではなく，意識の能動
性によって直接的に２項を接合してしまう。
だから最も単純な社会関係は，能動的１項に
よる一方的な関わりである。価値形態論におけ
る｢最も簡単な価値表現｣はその典型例である。
S（商品A，能動項）はO（商品Ｂ，受動項）に
対してN（Aに対する直接的交換可能性の形態，
等価形態）に対する様態で関わる。
著者は，特に『要綱』諸形態論と『資本論』
価値形態論に多い豊富な文例を徹底的に分析
し，帰納的に中心的問題に接近している。
さて，大谷は「唯物論的関係規定の一般的定
式」の発見という大きな仕事をしたことになる。
私も価値形態論の「価値関係」について，これ
が「関係」という存在様式の価値形態論におけ
る特殊的形態でなく，社会関係の一般的形態だ
ということは解っていた。しかしそれ以上に展
開することはなかった（拙著『マルクスの社会
システム理論』1987年，16-21頁）。アソシエ
ーション論としては，移行過程の諸条件につい
て所有論にも言及しつつ論じたいところである
が，ここで紙幅がつきた。アソシエーションの
原理的構造に論点を絞って論じた次第である。
（大谷禎之介著『マルクスのアソシエーショ
ン論―未来社会は資本主義のなかに見えてい
る』桜井書店，2011年９月刊，430頁，定価
5,200円＋税）
（ありい・ゆきお　駒澤大学経済学部教授）
